
■人口 312,585人［10月末日現在（前年比−149）］ ■火災件数 ８件［10月分（前年比−１）］ ■交通事故件数 959件［10月分］

12月上旬号広 報

本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、この11月に決定した

「四日市市教育大綱」についてご紹
介します。
大綱は、市長と５人の教育委員
によって構成される「総合教育会
議」の中で精力的に議論を重ね、
本市の教育の根幹を定めるものと
して、市長が策定したものです。
５つの理念、すなわち、①「社
会人になっても通用する問題解決
能力の養成」②「豊かな人間性と

健やかな体の育成」③「夢や志の
実現に向け、自ら学び続ける意欲・
態度の涵養」④「家庭、地域、学

かん よう

校・行政が連携・協働した教育の
実現」⑤「都市の特長を生かした
四日市ならではの教育の推進」を
柱としています。
いずれも、次代を担う子どもた
ちが、「生きる力」「共に生きる力」
を身に付けるために不可欠のもの
ばかりです。特に⑤は、本市のさ
まざまな魅力や地域資源の活用を
図り、ふるさと四日市への愛着と
誇りを高めることを目指すもの
で、この大綱の特色の一つとなっ
ています。

また、問題解決能力の基礎とな
る学力を向上させるためのアクシ
ョンプランも策定し、コミュニケ
ーション力の育成などにも重点的
に力を入れていきたいと考えてい
ます。
この大綱策定を契機に、「教育の
まち四日市」を目指して、先進的
な教育施策の一層の充実と、より
良い教育環境
の整備に取り
組んでまいり
ます。

四日市市教育大綱

四日市市長
田中 俊行

環境大臣が
「四日市公害と環境未来館」を視察

先日、望月環境大臣（当時）が「四日市公害と環境
未来館」を視察されました。大臣自らが来市されたこ
とは、３月にオープンしたばかりの当施設が全国的に
注目されている表れであり、大変喜ばしいことです。
館内では、私と館長の案内で、公害の発生や、そ

の後の環境改善に関する貴重な資料や展示品などを
熱心に見学された後、当時をよく知る語り部の方々
とも、懇談していただきました。
大臣からは、「四日市市の培った環境技術を生かし

て、国の環境行政や国際貢献に協力してほしい」と
要請を受けたところで
す。
こうした要請に応えつ

つ、「公害のまち」から
「環境対策のモデル都市」
へとイメージ転換を図っ
ていくことも、この施設
の重要な目的です。

第４回全国ファミリー音楽コンクール
（天津市・音楽交流代表団が出演）

先日、「第４回全国ファミリー音楽コンクール」が
文化会館で開催され、家族ならではの心温まる魅力
的な演奏に、1,410人の観客で埋まった会場は大き
な感動に包まれました。
今回は、北は北海道から南は宮崎県まで、過去最
多となる全国49自治体から63組の応募があり、着実
に全国への知名度が高まっていることを実感してい
ます。
なお、今回は、友好都市である中国の天津市・音
楽交流団の皆様にも特別出演していただきました。
当音楽コンクールは、本市の文化力を全国に発信

し、都市イメージの向
上を図るシティープロ
モーションの目的を持
った独自事業であり、
長い目で大きく育てて
いくことが必要だと考
えています。

環境大臣（左）に説明する
田中市長

特別出演の天津市・
音楽交流代表団の演奏


